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フェニックスアドバイザー

国際的な視野で放射線災害復興を推進する人材を目指す

■プ ロ グ ラ ム 責 任 者 :岡 本 哲 治 広島大学 理事・副学長（社会産学連携・広報・情報担当）
■プログラムコーディネーター :神 谷 研 二 広島大学 副学長（復興支援・被ばく医療担当）

　放射線災害復興について学び、災害予
防に寄与したいという思いからプログラム
に参加し、社会心理学を学んでいます。　
プログラムには広島大学に積み重ねられ
た実績や経験が生かされており、広島大
学だからこそ学べることが多くあります。
　幅広い分野について学ぶため、忙しい
日々ですが、充実した学生支援のおかげ
で学修に専念できます。
　分野や国籍を超えて集まった学生達と

共に切磋琢磨し、将来は、社会の中のつ
なぎ役となることを目指しています。

研究テーマと放射線災害復興の関係
についてご説明いただけますか。

　私は昨年、定年退職しましたので、研
究の第一線からは退いています。専門は
放射線物理学で、これまでは放射線計測
の物理的、工学的応用として広島、長崎
の原爆残留放射能の測定、大気中や水の
中の環境放射線計測、原子核の光共鳴
励起などを行ってきました。
　福島第一原子力発電所の事故が起
こったときは大気中に拡散した放射能の
広島での測定、福島で事故直後に集めら
れたサンプルの測定などを行いました。そ
の後、2011年9月からは南相馬市に入り、
現地の方 と々ともに環境試料の測定を行
い、少しでも不安を解消できるような活動
を今でも続けています。

放射線災害復興の推進のために、ど
のようなリーダーが求められているの
でしょうか。

　本プログラムは放射線災害復興を推進

するグローバルリーダーを育成するプログ
ラムです。
　福島の事故以前にも広島、長崎の原爆
災害、ビキニ・マーシャルでの核実験によ
る住民の被ばく、スリーマイル島やチェル
ノブイリ原子炉事故など、放射線災害は
世界中で起こりました。
　広島大学では原爆からの復興が一つの
原点になっていますし、放射線災害の復
興のためにはこれまでの放射線災害の実
態を学び、その復興の足跡を通して得ら
れた知識を次に生かしていくことが大切で
す。そのためには国際的な場で活躍できる
ような人材が必要となります。

放射能環境保全コースで学ぶことが
放射線災害復興にどう貢献すること
が期待できるでしょうか。

　放射線災害には人の生活
する環境に影響をおよぼす
被害、放射線が身体的、精
神的健康におよぼす被害、そ
して人と社会の機能におよぼ
す被害があります。放射線は目に見えませ
ん。見えないものが人々にもたらす不安も
ありますし、見えないために人々が過剰に
被ばくする事態が考えられます。
　放射能環境保全コースでは放射線計
測を通して放射線の有無を知る技術を習
得します。さらに、放射性物質が環境中で
どのように移行するか、また、人々の健康
にどのような影響を与えるかについても学
びます。このような知識、技術は放射線災

害復興にあたっては欠かせない学問分野
です。

最後に、フェニックスリーダー育成プ
ログラム在学生ならびにプログラム入
学を志望する学生へのメッセージをお
願いします。

■在学生へ
　私は若い頃、西ドイツ（当時）に２年間
留学しました。そのとき、ヨーロッパ各地、
アメリカを訪れる機会がありました。
　グローバルな感覚を身につけるには海
外に出て、苦労し、努力することが有益だ
と思います。
　このプログラムでは多くの海外研修、イ
ンターンシップなどが用意されていますの
で、大いにその機会を利用して経験を積ん
でください。

■フェニックスリーダー育成プログラム
志望学生へ
　放射線災害復興を一つのキーワードと
して自分の希望する専門領域についての
知識、スキルを高め、さらに関連する他分
野を学び、国際感覚を身につけることに意
欲のある学生に是非志望していただきた
いと思います。

Course
 Lead

er’s Voi
ce 今回は、放射線環境保全コースのリーダー靜間清先生に登場していただきます。

放射線災害予防に役立てるため、
使命感を持って取り組めるプログラム

Stude
nt’s V

oice

広島大学大学院に設置された「放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム」は、平成 23年度文部科学省
「博士課程教育リーディングプログラム」に採択された大型教育プログラムです。放射線災害復興学は世界的にも緊急の課題と
される学問領域であり、広島大学は世界的にその先駆けとなります。
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　IAEAで短期インターンシップを実施した3名の大学院生が
インターンシップ先での活動、テクニカルミーティングの様子、
そして、IAEAでのインターンシップを通じて学んだことについて
発表しました。
　教員からは、インターンシップの経験を踏まえて、今後の研
究にどのような展望が開けたのかなどの質問が出されました。

　フェニックスリーダーとしての資質の向上を図ることを目的
として、「リーダーシップを語ろう」というテーマで、第1回フェ
ニックスセミナーを開催し、企業人や大学院生など約60名が
参加しました。
　Rethy K. Chhem 氏（IAEA）
から「リーダーシップは生まれな
がら備わった資質であるか否
か」といったトピックスを含めて、
グローバルリーダーとリーダー
シップに関する講演が行われま
した。
　最後に、神谷研二プログラム
コーディネーターは、「今回講演
いただいたChhem氏はまさにグローバルリーダーのお手本で
ある。プログラム学生もグローバルリーダーとして活躍するた
めに更なる学習を積んで欲しい。」と締めくくりました。

　「放射線と甲状腺がんに関する国際ワークショップ」に学生
5名が参加しました。
　このワークショップの中で、一番興味深かったことは、Gaya
博士（WHO）による、複雑な放射線環境の中での、異なる利
害関係者に対するリスクコミュニケーションアプローチと適切
な対話についてのお話でした。
　このプログラムの学生は、そのような状況にある人 と々向き
合い、やりとりする方法を学ぶ必要があるため、Gaya博士の
お話は私たち学生にとって重要だと思いました。

　独立行政法人日本原子力研究開発機構（JAEA）の役割や
取り組みを学習するために「第2回ショートフィールドビジット」
を実施しました。
　JAEAでは、原子力災害への対応や予防活動、福島第一原
子力発電所の事故後の原子炉の管理、新世代の原子炉につ
いて学習しました。
　株式会社千代田テクノルでは、放射線防護には欠かせない
個人線量計の測定センターも見学しました。
　非常にタイトな行程でしたが、たくさんの情報を提供しても
らうことができ、非常に充実した機会となりました。

放射線と甲状腺がんに関する
国際ワークショップに参加

第3回国際シンポジウムを開催

放射線と甲状腺がんに関する
国際ワークショップに参加

第2回
ショートフィールドビジットを実施
・日本原子力研究開発機構
・株式会社千代田テクノル

第1回
共通コースワーク報告会を開催

東京工業大学主催
国際シンポジウムセミナーに参加

第2回
短期インターンシップ報告会を開催

オークリッジ科学研究所
放射線緊急時支援センター
トレーニングに参加

平成26年10月入学
学生募集説明会を開催
・大阪会場（12日）
・福島会場（13日）
・東京会場（14日）
・福岡会場（16日）
・広島大学東広島キャンパス（19日）
・広島大学霞キャンパス（20日）

第2回
共通コースワーク報告会を開催

第1回フェニックスセミナーを開催

オークリッジ科学研究所
放射線緊急時支援センター
トレーニングに参加

第2回
全国博士課程教育リーディング
プログラム学生会議に参加

第3回
ショートフィールドビジットを実施

第3回リトリートを開催

FMU-IAEA
International Academic Conference
に参加

2月14日～15日

2月24日

2月21日～23日

2月25日～3月7日

3月17日～20日

4月28日

4月29日～5月2日

5月

5月12日

5月26日

6月3日～13日

6月21日～22日

6月28日

7月19日～20日

7月25日～27日

▲JAEA見学

▲

株式会社千代田テクノル
個人線量計製造ライン見学

　プログラム学生、教職員24名が中国電力株式会社島根原
子力発電所の見学を行いました。
　建設中の免震重要棟および所内の緊急時対応発電車両や
注水車両の見学を行いました。また、3号機建屋では、発電
タービン、燃料プール、上蓋が解放した状態の原子炉圧力容
器、そして中央制御室などの見学を行いました。
　学生からは、「自身の専門分野ではないフィールドの見学を
行う貴重な機会となり知識が広がった。」といった意見が述べ
られ、分野横断的グローバルリーダーを目指すプログラム学
生にとって充実した見学となりました。

　プログラム学生等41名が参加して、第3回リトリートを開催
しました。
　1日目には、広島平和記念資料館館長の志賀賢治氏から
「Do you see “Hiroshima” 2.0（きみはヒロシマを見たか）」と
いう演題にて招へい講演が行われ、2日目には、1年生が参加
したアメリカ合衆国の放射線緊急時支援センターでの実践的
トレーニングの報告が英語で行われました。また、英語による
ディベートのデモンストレーションが行われ、アクティブな英語
学習をプログラム全体で進めていく必要性について共通認識
を持つことができました。

2月21日～
23日　

第2回
短期インターンシップ報告会を開催 4月28日 第3回

ショートフィールドビジットを実施

第2回ショートフィールドビジット
を実施 

3月17日～
20日　

6月28日

第1回フェニックスセミナーを開催 5月26日 第3回リトリートを開催  7月19日～
20日　
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第4回
ショートフィールドビジットを実施
・広島市原爆死没者慰霊式並びに
平和記念式典参列
・広島大学原爆死没者追悼式参列

第5回
ショートフィールドビジットを実施
・長崎原爆犠牲者慰霊
・平和祈念式典参列
  （台風により実施を中止）

第6回
ショートフィールドビジットを実施
・青森県六ケ所原燃PRセンター
・日本原燃株式会社
・公益財団法人環境科学技術研究所

海外での広報活動を実施
（インドネシア）

第1回交流会を開催

第7回
ショートフィールドビジットを実施
・福島県福島市
・南相馬市

STS国際会議を開催

平成27年10月入学
学生募集説明会を開催
・広島大学東広島キャンパス（19日）
・広島大学霞キャンパス（20日）

8月6日

8月9日

8月25日～ 27日

10月15日～18日

第1回
異分野交流フォーラムを開催

10月12日～13日

10月25日

短期フィールドワークを実施9月1日～5日

海外での広報活動を実施
（ベトナム）

9月18日～23日

第5回教育セミナーを開催9月25日

11月1日～
11月2日

11月27日～28日

11月

　放射線災害復興学の学修の一助とすることを目的として、
広島平和記念公園で挙行された広島平和記念式典（広島市
原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式）への参列および広島
大学東千田キャンパスで執り行われた広島大学原爆死没者
追悼式へ参列しました。　

　広島大学原爆死没者追悼式では、本プログラムの代表学
生が献花・献水に参列し、被爆地広島に立ち返る非常に貴重
な機会となりました。　
　なお、本ショートフィールドビジットには、平成25年度博士
課程教育リーディングプログラム（複合領域型―多文化共生
社会―）採択プログラムである広島大学「たおやかで平和な
共生社会創生プログラム」所属学生も参加しました。

　学生および教職員の合計12名が、青森県六ケ所村の日本
原燃株式会社、公益財団法人環境科学技術研究所等の見
学を実施しました。
　日本原燃株式会社では、核燃料サイクルの原理や行程、日
本唯一の低レベル放射性廃棄物の最終処分方法、そして高レ
ベル放射性廃棄物のガラス固化原理や貯蔵方法などについ
て学習しました。
　公益財団法人環境科
学技術研究所では、植物
中や環境中の放射性物質
の動態パラメータ研究な
どについて学習し、先端分
子生物科学研究センター
では、染色体異常解析現
場の見学などを行い、マウ
スを用いた長期的な低線
量被ばく研究についての
知識を深めました。

　学生および教職員の合計14名が、福島県福島市、飯舘村、
南相馬市、小高地区からいわき市を見学しました。
　11月1日には、除染を行っている田畑や除染廃棄物の仮設
置き場などを見学し、その後、空間放射線量の簡易測定を行
いました。南相馬市立総合病院では、東日本大震災直後から
現在までの南相馬市の医療面での現状や課題などを学習し
ました。その後、国道6号線を南下し、福島第一原子力発電
所近郊の緊迫した現状や
車中での空間線量の計測
等を行いました。
　2日には、学生と教職員
を交えて見学の振り返り
を行うとともに、放射線災
害復興におけるグローバ
ルリーダーを目指すには
分野横断的学修が重要で
あることを改めて確認しま
した。

　外務省の支援のもと、「核科学、放射線およびヒトの健康に
対する科学技術社会論的（STS）展望（科学および科学技術
の社会における役割についての研究）：アジアからの視点」に
関する第1回専門家会議を開催しました。
　本会議は、IAEAが主催し、広島大学、長崎大学および国立
シンガポール大学が合同で、今後3年間にわたり担当します。
今回は広島大学が主管を務め、国内外からの研究者や学生、
約200人が参加しました。
　2日間にわたって開催された会議では、10カ国15人の専門
家から、核科学、放射線とヒトの健康に対する科学技術社会
論（STS）の最新知見などについての講演が行われ、その後、
質疑応答やパネルディスカッションなど白熱した議論が展開さ
れました。また、2日目の午後には、プログラム学生が研究発表
等を行いました。
　招へい講師やIAEAのDr. Meghzifeneから、「フェニックス
リーダー育成プログラムがいかに素晴らしい教育プログラムで
あるかが明確に理解できた。今後、本プログラムの発展や学
生に対してできる限りサポートする。」との心強いコメントがあ
り、本プログラムの更なる発展が大いに期待され、盛況裡に幕
を閉じました。

　放射線災害を受けた現地で災害復興の現状を分野（放射
線災害から生命を護る【ました。
　フォーラムでは、広島
平和記念資料館館長の志賀賢治氏の基調講演や「福島原発
事故後対応の最前線から」をテーマに安村誠司先生（福島県
立医科大学）、谷川攻一先生（広島大学）に最新の知見等を
ご講演いただきました。
　また、ワールドカフェやグループワークでは、多様な背景を
持つ学生がグループに分かれて、与えられた課題に対して議
論を行い、発表しました。学生が各自の背景を確認し、視野を
広げることができました。

第4回
ショートフィールドビジットを実施8月6日

第6回
ショートフィールドビジットを実施

8月25日～
27日　

第1回
異分野交流フォーラムを開催

10月12日～
13日　 STS国際会議を開催11月27日～

28日　

短期フィールドワークを実施9月1日～
5日　

第7回
ショートフィールドビジットを実施

▲広島大学原爆死没者追悼式▲平和記念式典

11月1日～
2日　
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第2回交流会を開催1月7日

第4回リトリートを開催1月9日～10日

平成26年度
外部評価委員会を開催

2月14日

第４回国際シンポジウムを開催2月14日～15日

第8回
ショートフィールドビジットを実施

放射線災害医療コースセミナー
を開催

第8回
短期インターンシップ報告会を開催

12月12日

12月15日～16日

12月22日

第1回
グローバルフィールドビジットを実施

第2回
フェニックスリーダーシップセミナー
を開催

1月10日～18日

第6回教育セミナーを開催2月23日～25日
3月  2日～ 3日

第3回
共通コースワーク報告会を開催

3月5日

1月21日

平成27年10月入学試験
第二次審査を実施

2月7日～8日

第9回
ショートフィールドビジットを実施
・日本原子力研究開発機構
・千代田テクノル株式会社

3月22日～25日

平成27年10月入学
学生募集説明会を開催
・福島会場（3日）
・東京会場（4日）
・名古屋会場（5日）
・福岡会場（10日）

12月

第2回
グローバルフィールドビジットを実施

3月14日～17日

　プログラム学生および教
職員の合計20名が、放射線
医学総合研究所（千葉市）、
国立環境研究所（つくば市）
にて、第8回ショートフィー
ルビジットを実施しました。
　放射線医学総合研究所では、静電加速器棟、緊急被ばく
医療施設、
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